
（別紙３）

～ 令和8年　2月　24日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和8年　2月　24日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子どもたちやご家族様にアンケートをおこない行事やおこ

なってほしいクッキングの意見を伺い実施する。

※親子クッキングなど。

2
・アンケートやご家族様との面談をこまめにおこない、支援

の内容確認をおこなう。

3
・誰もが楽しんで創作できるよう展示会を開きよりいきいき

と創作できるよう意味のある時間にする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・前月におこなった行事やクッキング、創作物の掲示をおこ

ない情報共有をおこなう。

2

・毎年2回は訓練をおこなっているので実施している様子を

通信に載せたり、家族会などのご家族様に会う機会にお伝え

する。

3
・数の習得やカタカナの導入など就学に必要な知識を楽しく

学習できる環境を整え支援に取り入れる。

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこど

もや保護者に対して発信されていない。

・現在の通信が「行事の事前確認」が主な記載になってい

る。

事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ

の他必要な訓練が行われていますか。

・上記と同じで現在の通信が「行事の事前確認」が主な記載

になっている。

放課後等デイサービス(就学)につながるような支援の強化。
・それぞれに必要な支援はおこなっているが放課後等デイ

サービス(就学)につながる支援とは違うため。

・それぞれの得意分野や特性に応じた支援がおこなえている

こと。

・2週間に1回の会議をおこなう際に議題にあげ、職員全員で

多方向から支援の最善策を考える。

・対応する職員が固定しないよう工夫している。

・行事や創作活動が豊富。

・職員それぞれの強みをいかし、創作活動をおこなってい

る。また、子どもたちに意見を聞き、作りたいものを形にで

きるようサポートをおこなっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・飽きのない行事やクッキングの実施ができている。

・2週間に１回の事業所内会議で議題にあげたり、毎朝サポー

ターで空き時間に話し合いを重ねている。

・学校休業日は外出支援やクッキングを取り入れ季節を感じ

るような支援を取り入れるよう工夫している。

○事業所名 チームくるーる(児童発達支援)

○保護者評価実施期間
令和8年　2月　9日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年　2月　9日

事業所における自己評価総括表公表


